
みんなで見つけた 「えりも宝」
み

　町民向けアンケートで集まったご意見を中心に、

えりも町のすてきなところ 「えりも宝」 を紹介します。
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えりも町文化財保存活用地域計画　目標 （仮）

　文化財・歴史、 自然、 景観、 食文化、 アイヌ文化などを 「昆

布目線」 で再発見し、 担い手である町民の誇りと自信につ

なげ、 活気にあふれた町を目指します。

　昆布漁業を中心に、 厳しい自然の中で発展してきた町なら

ではの漁撈文化を調査 ・ 発信し、 地域の宝物として次世代

へ継承するための取組みを行います。
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　本事業は令和 5 年度文化庁芸術振興

費補助金 （地域文化財総合活用推進

事業） の補助を受け実施しています。
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えりもの暮らしの足跡
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幌泉灯台記念塔
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郷土芸能　えりも駒踊り
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えりも町全域でみられるすてきなもの

昆布漁

　昆布の漁獲量、 日高管内 No.1 ！

                                “日高昆布の聖地” えりも

魚 ・ 貝 ・ 海藻…四季のうつろいと共に営まれる漁業

　春のフノリ、 夏の昆布、 秋のハタハタ、 冬のスケソ

ウダラ ・ タラ漁の他、 一年中行われるタコ漁など

先史時代のひとびとの暮らし

　　　　　　　　　　　　町内 67 か所の埋蔵文化財包蔵地

夏季に強く、 冬季には特に強く吹きわたる風
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日高山脈の自然

えりも町最高峰　豊似岳 （1,105m）

多様な高山植物が生育するルチシ岳 （７５４m）

えりも町の天然記念物 ・ 豊似湖のニホンザリガニ

国史跡 ・ 猿留山道

多様な動植物：クマゲラ、 エゾライチョウ、 ナキウサギ、

イイズナ、 ケショウヤナギ、 カキラン　など

独特な地形 ・ 地質

　日高山脈の稜線が海へ続く場所
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ミツイシコンブ、 サケ、

ハタハタ、 マダラ、

スケソウダラ、 ブリ、

サバ、 ハッカク、 キ

ンキ、 マツカワ、 ソウ

ハチガレイ、 サメガレ

イ、 ババガレイ、 ア
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